
区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

(

メ
ー
ト
ル)

路

線

名

関
越
自
動
車
道
上
越
線

道
路
の
区
域

小
諸
市
大
字
御
影
新
田
字
中
原
七
五
番
か
ら
同
市
大
字
御
影
新
田
字
野

火
附
三
四
二
番
一
ま
で

前

最
大
最
小

六
八
二
六

八
四
九

後

最
大
最
小

三
〇
六
二
九

平成™™年œ月™�日 木曜日 第œš™—号官 報
三

登
録
認
定
機
関
が
認
定
を
行
う
農
林
物
資
の
種
類

有
機
農
産
物

四

登
録
認
定
機
関
が
認
定
を
行
う
区
域
及
び
認
定
を
行

う
登
録
認
定
機
関
の
事
業
所
の
所
在
地

\

認
定
を
行
う
区
域

国
内

]

認
定
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地

栃
木
県
河
内
郡
上
三
川
町
大
字
鞘
堂
七
十
二
番
地

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
八
百
十
八
号

農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
五
号
）
第
十
七

条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
登
録
認
定
機
関

の
登
録
を
更
新
し
た
の
で
、
同
法
第
十
七
条
の
三
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定

に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
七
日

農
林
水
産
大
臣

赤
松

広
隆

一

登
録
更
新
年
月
日
及
び
登
録
更
新
番
号

平
成
二
十
二
年
三
月
十
日

第
三
十
号

二

登
録
認
定
機
関
の
名
称
及
び
住
所

特
定
非
営
利
活
動
法
人
熊
本
県
有
機
農
業
研
究
会

熊
本
県
熊
本
市
新
南
部
二
丁
目
五
番
十
三
号

三

登
録
認
定
機
関
が
認
定
を
行
う
農
林
物
資
の
種
類

有
機
農
産
物
及
び
有
機
加
工
食
品

四

登
録
認
定
機
関
が
認
定
を
行
う
区
域
及
び
認
定
を
行

う
登
録
認
定
機
関
の
事
業
所
の
所
在
地

\

認
定
を
行
う
区
域

山
口
県
、
福
岡
県
、
佐
賀
県
、
長
崎
県
、熊
本
県
、

大
分
県
、
宮
崎
県
、
鹿
児
島
県
及
び
沖
縄
県

]

認
定
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地

熊
本
県
熊
本
市
新
南
部
二
丁
目
五
番
十
三
号

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
八
百
十
九
号

農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
五
号
）
第
十
七

条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
登
録
認
定
機
関

の
登
録
を
更
新
し
た
の
で
、
同
法
第
十
七
条
の
三
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定

に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
七
日

農
林
水
産
大
臣

赤
松

広
隆

一

登
録
更
新
年
月
日
及
び
登
録
更
新
番
号

平
成
二
十
二
年
三
月
十
日

第
三
十
六
号

二

登
録
認
定
機
関
の
名
称
及
び
住
所

社
団
法
人
日
本
果
汁
協
会

東
京
都
港
区
芝
大
門
一

丁
目
十
番
一
号

三

登
録
認
定
機
関
が
認
定
を
行
う
農
林
物
資
の
種
類

有
機
加
工
食
品

四

登
録
認
定
機
関
が
認
定
を
行
う
区
域
及
び
認
定
を
行

う
登
録
認
定
機
関
の
事
業
所
の
所
在
地

\

認
定
を
行
う
区
域

国
内

]

認
定
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地

東
京
都
港
区
芝
大
門
一
丁
目
十
番
一
号
全
国
た
ば

こ
ビ
ル
三
階

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
八
百
二
十
号

農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
五
号
）
第
十
七

条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
登
録
認
定
機
関

の
登
録
を
更
新
し
た
の
で
、
同
法
第
十
七
条
の
三
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定

に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
七
日

農
林
水
産
大
臣

赤
松

広
隆

一

登
録
更
新
年
月
日
及
び
登
録
更
新
番
号

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

第
四
十
四
号

二

登
録
認
定
機
関
の
名
称
及
び
住
所

海
外
貨
物
検
査
株
式
会
社

東
京
都
中
央
区
日
本
橋

兜
町
十
五
番
六
号

三

登
録
認
定
機
関
が
認
定
を
行
う
農
林
物
資
の
種
類

有
機
農
産
物
、
有
機
加
工
食
品
及
び
有
機
飼
料

四

登
録
認
定
機
関
が
認
定
を
行
う
区
域
及
び
認
定
を
行

う
登
録
認
定
機
関
の
事
業
所
の
所
在
地

\

認
定
を
行
う
区
域

国
内
及
び
外
国

]

認
定
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
兜
町
十
五
番
六
号

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
八
百
二
十
一
号

農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
五
号
）
第
十
七

条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
登
録
認
定
機
関

の
登
録
を
更
新
し
た
の
で
、
同
法
第
十
七
条
の
三
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定

に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
七
日

農
林
水
産
大
臣

赤
松

広
隆

一

登
録
更
新
年
月
日
及
び
登
録
更
新
番
号

平
成
二
十
二
年
四
月
十
一
日

第
五
十
号

二

登
録
認
定
機
関
の
名
称
及
び
住
所

岐
阜
県

岐
阜
県
岐
阜
市
薮
田
南
二
丁
目
一
番
一
号

三

登
録
認
定
機
関
が
認
定
を
行
う
農
林
物
資
の
種
類

地
鶏
肉
、
有
機
農
産
物
及
び
有
機
加
工
食
品

四

登
録
認
定
機
関
が
認
定
を
行
う
区
域
及
び
認
定
を
行

う
登
録
認
定
機
関
の
事
業
所
の
所
在
地

\

認
定
を
行
う
区
域

岐
阜
県

]

認
定
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地

岐
阜
県
岐
阜
市
薮
田
南
二
丁
目
一
番
一
号

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
八
百
二
十
二
号

農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
五
号
）
第
十
七

条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
登
録
認
定
機
関

の
登
録
を
更
新
し
た
の
で
、
同
法
第
十
七
条
の
三
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定

に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
七
日

農
林
水
産
大
臣

赤
松

広
隆

一

登
録
更
新
年
月
日
及
び
登
録
更
新
番
号

平
成
二
十
二
年
五
月
九
日

第
五
十
三
号

二

登
録
認
定
機
関
の
名
称
及
び
住
所

財
団
法
人
長
野
県
農
林
研
究
財
団

長
野
県
長
野
市

大
字
南
長
野
北
石
堂
町
千
百
七
十
七
番
地
三

三

登
録
認
定
機
関
が
認
定
を
行
う
農
林
物
資
の
種
類

有
機
農
産
物
及
び
有
機
加
工
食
品

四

登
録
認
定
機
関
が
認
定
を
行
う
区
域
及
び
認
定
を
行

う
登
録
認
定
機
関
の
事
業
所
の
所
在
地

\

認
定
を
行
う
区
域

長
野
県

]

認
定
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地

長
野
県
長
野
市
大
字
南
長
野
北
石
堂
町
千
百
七
十

七
番
地
三

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
六
十
二
号

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
高

速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
に
お
い
て
一
般

の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
二
十
二
号

ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
通
商
産
業
省

令
第
九
十
七
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三

号
並
び
に
第
二
項
第
一
号
（
同
令
第
八
十
八
条
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ

き
、
昭
和
四
十
五
年
通
商
産
業
省
告
示
第
六
百
三
十
四
号

（
ガ
ス
の
熱
量
及
び
燃
焼
性
の
測
定
方
法
を
定
め
る
件
）

の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二

十
二
年
六
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
七
日

経
済
産
業
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

前
原

誠
司

本
則
第
一
号
イ
中
「
日
本
工
業
規
格
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｋ
二
三
〇

一
（
二
〇
〇
八
）「
燃
料
ガ
ス
及
び
天
然
ガ
ス
e

分
析
・
試

験
方
法
」」を
「
日
本
工
業
規
格
Ｋ
二
三
〇
一（
二
〇
〇
九
）

「
燃
料
ガ
ス
及
び
天
然
ガ
ス
e

分
析
・
試
験
方
法
」
に
よ

る
改
正
後
の
日
本
工
業
規
格
Ｋ
二
三
〇
一
（
二
〇
〇
八
）

「
燃
料
ガ
ス
及
び
天
然
ガ
ス
e

分
析
・
試
験
方
法
」」に
改

め
、
本
則
第
二
号
イ
及
び
ロ
中
「
日
本
工
業
規
格
Ｊ
Ｉ
Ｓ

Ｋ
二
三
〇
一
（
二
〇
〇
八
）「
燃
料
ガ
ス
及
び
天
然
ガ
ス
e

分
析
・
試
験
方
法
」」を「
日
本
工
業
規
格
Ｋ
二
三
〇
一（
二

〇
〇
八
）「
燃
料
ガ
ス
及
び
天
然
ガ
ス
e

分
析
・
試
験
方

法
」」に
改
め
る
。
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